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ThpeiTectoilcflllu.idist′rこICtiL)nOntheproximalanddistalgrowth tll,ltPSOfthtゝ

rant)its.Therighttibiawaselongat~pdI)y い.25mm every 12hoursin 2:1rfll)I.1its,

totと11と川10untOfelongationineaLlhgroupreIIChpd 1̀2111m,WhichwasrougThlyequalI,O

;36t(-18uiンOf､thelengthoftheCOntrEll.I:lter最 titp)ia kt)i)t･untreated as theControl.

Fourrl-1bbitsorO,257111ngroup＼ヽ,PreSaerifieedeverytwo＼veeksfindfourrabbitsof

e王IChorotherthreegroups＼V,eresとJICrificedevery＼＼Teek. Theinvestigationledtothe

follo＼vingconclusions.

1.TheCallusr()rmationwasgoodin0.25and0.5mm/12hrsgroupt)tlt･poorin

l.Om1d1.5Il･1m/12hrsgroup.

2.lnO.251TlHl/12llrSgroup.the longitudinalepiphyspalgrowth w(,lS SCarCely

inhibite(iduringtinentireperiodofelongation.

3.Ino.5IllTll/12hrsgroup),thelongitudinalepiphysealgrowthwasnotinhibit､ed

untiltheamount･ofel()ngationreachedabout23も olthe lengthoreontra-

1壬Iteraltit)ia.1-与ey(ュ川dthisp()int,the inhibition of the growth graduとIlly

inrreaSedwithincreasingelongation.

4.In1.Omm/12hrsgroup,tJhelonEi,itudinal叩iphysealgrowthwasmorernarkedly

a汀ectedtI-anin0.5Inm/12hrsgrouf).ThesigniGcant･narrowingoft･hegrowth

platewasobservedat･I.･helstweekofelollgat.ion.
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1.緒 言;

拙.L)..rl∴ぎ,.軒=l:;斗畑号｣工 卜半∴E･JL㌣十十､骨端侶El
衡などで起こるたが3軍か--3て騨段差を楽たす凍草針での殿

差が)調整を厳密㌔二する症例が少な宅ないや調整が)方法をこ

側肢をこ者蒙ってその永続的短願ないしその威厳QJ3-時醍殿抑
制か賢愚側肢の鮭段かいずれかを行われぼな綜3ない∴前
者は大きな脚段差の調教は困難できSはP息鮫を除去する
タンミソダを誤ると了降職板野濁緋閑鯛をおこすなどの欠
点がある8

部位で鮭最を行う肇磯甑牽引法と了狩幹部で肇打切りを縛っ
てJ:IL'用言を上長･:I,-十一7㌧吊､し､1二]､穴巨'､∴リ､∴Lt､メ上土､
をこせよ芳年少児紅潮をノて脚鮭段を行うをこぼ,鮭炭効果を
損な叡がなも雄二捌ごp㌢藍藻襖をご滅患側の骨端板機能が健側
と閲もこかそれをこ近いレベルをこ経路されている必要がある.
骨端板牽引紋は,骨端板6rj残存ずる小児には蜜ず第---

選択となる鮭最方法である酌 骨端板離開や畢期間錘が
右∵.;l町､∫7人㌧廿舶眉jJ甘主直前しト十長里古掛Lj;:L5)'.至巨一

ぼ骨端板離開は起こだブザ,遮最後鞘骨端板機能私温存さ

れる年少児をこもこの方法の適応が拡太されたかに魔えた恥
ところがその後,この速度で牽引して鮎骨端板離開や畢
期間康を栗たした臨床例が著者の蔦駿例転含め内外で報
告官音量郷9)糾され この牽引方法闘ままだ閣願があるこ
..L.吉守Ej明日′∴

の成人をこ対して用いられた方法で,近年ソビエト連邦の
11血tH･ご】｣ごトハjj;L.古二準t'軽F･軒_̀虹長凍行い.骨虹に

郡を骨移植ではなく酬繁妄こより充磯遷せる懸か胃魔投法

そこで隼射哲がう脚艦巌を二mはず登魔甑機能の温存という
点かぎ｡考えてこU腰骨鮭段紋が)方が骨端板牽引法より安
食と考凌仲蓋:jれるがやこの磯･合字鮭段鋤もる長管骨町近位
遠位画才絡機転闘£骨端板牽引法毒Lこおける牽引力とは選に号

しかしこ6℃凝ミ迫力が骨端板機能を促進するか抑制するか
ぼ十分明らかをこされ/ているとはいえないB
養研究緋当的ぼァ骨端板閉鎖まで長年月が期緒遅れる

隼射髪をこも肇機転機能を大きく損なうことなく鰍紗鮭魔
法綱田も磯るかどうかを検討することである&そのため
をこ-橡々 の鮭長盛と延長速度で仮骨鮭農法を軌､,それに
よりて数ずる骨端板-の圧迫力が及ぼす影響をやX線学
貼 附純㍗拙守姑1.貫∵∴

H.材料ならびに方法

:～.材 料
牛津丁∴-･Lト‖tIi亘畑1.i.p卜1.恥lHl.日付他種寸灘

木兎心:i十日臣､∴
]i.手術方法

の混合筋注をこより麻酔尊A級,寮魔の右下厳前内側中東
をこ約2cmの縦切開を加え,腰骨骨膜屯同皮切に沿って

水剤こ針-酎関の骨乳を作り声この骨孔の近位と遠位で亨

を接続し用手的に骨蒸しに沿って骨折を起こさせるL骨
膜はできるかぎり縫合し左側は全く侵襲を加えない対
照側∴工rJ:.

(1.延長方法
招 延長畳
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図l∫.i'兎ハ脚延長日Tjいた真銀製し｢turTト

棒成したが野どちら戊 望護mmまで延最が
･J酢ごpitL,h言1回虹lt･l川1て:,FIJ･:-,.

望1mmの延長が可能である.そこで長さの2軌m異な

る屯のを望穫鰐作り,21mm腿上殿藍藻を行う時は手

戯mm 濠で鮭巌できるようにした (潮風主審実験で傾

いた家蒐殿下腿骨凝径は延長開始時9cm前後であり芦

従･∴こ~こし'､lul.Ht-Ll'_､鉦 ここ_トーて.最人.一雄i雄眠い･10

%前後の藍藻を見込んだ.

封 建最速度

手術操作をこよりて侵襲を受けた骨髄戯桁の河夜を考慮

ト∴ 舶妾丁卜‖汗 ;1虹長-,:･1:u維丁巨'∴ 勘最速畑日､日､̀

ハ･1粧-分宮 鋸汀)_:.もtLIT･llhlL,kleが最Lp勘端樟･

逮する塊2mmまで延最を行った顎すなわち穿且望時間ご
_:守_い.L'血1111延長十十束兎二3･1:廿 0.51･11nl勘主上二塚

兎ご卜杜 1.(l111111･勘還せ:::l束束IL'羽.1.5日川l勘Ii--巨､

束束(i:I.こけ予言.最も軽椋鳥二_'時間二鳥ニ0.L'血1111虹

長針ハ.14虹Llli-EIuf･13好Tか;1-､11日右､杵~､卜廿卜､屠段上 f帖~1

3欝は7日おきに竣羽ずつ屠殺した中巻群の最東経最盛

に達するまでの期間は各現276声3,2週間であるo
lI.評価方法

llX線lt;:r'-的評価 (図21

屠摂配 l刷侶it.Lr磯X線撮巨棋_守｣~.い,精度 1L'(ltl川l
のノギ射こより両鰹骨全長 (義:Ⅲや左:鋸 と骨壊り

部,3,:i-女工:':Il'本ハK＼･＼宜ビ(1職j!絹 江､)を計測し.∴

∩
d
I..

延 長 側 対 照 側

図2 X線芋r'鉦汁仙沃
屠殺時の右延長側腰骨食品
屠殺時の友対照翻腰骨食品
肯L7Jl;ii.-べ,LL'1近位･遠侶∴隣接Ll/_2本♂~〕
院-W豆丁哲の間隔

1:廷f訓柚甘t･L')2本'l~)Iく-1ViT･P叫吊偏
(X線計況舶こよらない実測値)

磯板実質威晶をこよる腿骨品の比較血
ll~:Ⅰ~トビ(_廷ま誹い離障町i封̀日長1
!.;:Li(_守頼榊j畔肯jli~~l

れ恒L,蛙jli-開始時nlくwirL､叫用隔 (日 を引し､てL.i;際

(T)娃長距離 し(千-しい を:臣.',.さl▲ニーi一.これを紺町側令

長 潮 で除UTI.延長率-,:rl･Ooて木tた.~また骨幹部娃

良,:;:施tI:.(灘il_骨近位遠位ぎ叶片端軒こ:.し.'l成長最上左側(I)

それとを挽瞭ずるため,二着鰹骨炭より鮭最距鮭を差し引

肝骨良 し(い!:_を比離日た.

離 観職掌的評価

て切里侶 .(.U､i二首J,-左前矩面jjFl'杵_㍗-UjL 前半lFJ

正昭粒灰標本=右∴ 後半分は脱吠標本川上iナ∴ 前者は

て厚さ約300/(11日7)前舶両切片を切i‖侶 ,叫Mllハ研

磨標本を作成tた'30-.ニハ切片にt(-1ui(1illビHutl染色

を行い.･べ,,Lサ∴封人後.半自動解析装程 (M.ut()h,



～)～)(1' 紺.I.誹､･丁合推詰 第.rlL):(rJト 半ばT_I;･､巨戊･昌i~l二川

閣議蘭賂娠g減は成殿率の計妻妾裏書j
.･＼:;牛車LL':姑≡隼･Lt('1日Hl川tゝt川Itl圭i■.∴ ･川-,

け､､~~■.十日十ト∴
tミ:吊 ･拙作､､･L吊二粧隼LL1＼1･∴∴･＼畑f上 ,川l

'=くさ】く-1ノ･･廿∴∴ 藩頼まい用溝紺巨＼ik'=1.'l､.一帖､･-

を虜田も漉瀞過渡観察によyj骨磯厳殿幅を讐瀞際油剤を原書

し十舶来t_い＼'∴＼帖十 卜し'灘t.空結い斗i;･端畑..巨㌣

･丁-F眉i∴襲い!'m古さ･･LL,‖榊昌ri'i･∴1-こ､図:卜 .1甘L･､

･神町 ､市紬軒 '二;!ffl汗､藩L･1-]畔上日日-.両日砧Iit一

:日日眉骨識i-~言明'T'日 日鉦n十㌧.辛-:;二･十守 ILl,i.メ.㌔

Ntlii(､こII-hい＼1日ll-t恒十こ=目直しml'車両 (拓けt,.<(､tLiHh

m閥夜露を筋注L虹 線状をこ並んだ2漆a:j蛍光の距離を

‖潤二∴ J:し､一帖.,',.i:ltlF:Ij吊帖汗､日数ハ:LJ樟妻'~l臣l斗

均を求め対照側の済部位鍔露十激gj健と比較Lた甲

二ミi軒言､日付鮒､F…

魯延長群に叡葺ける鮭最距離除外贋を骨炭と対照嶺Ej際骨最き

骨端板幅,成島率の計測値をこ-端､て鮭段側と対照側でも
較正巧い∴

第望ラベル

lil:1･･.､＼L主

lTt.結 果

ト ＼甘辛申丁目tL

鮭最中碁こ骨賦り郡が早期骨癒合をおこした家魔が軍拡

最開始後転,崩予見岱遅延品評で各護乳 且2週鮭段群で2

:貢,甘 言.巨 上三拍三木臣'斗世 上~十五吏十l圭.】(湖

∴㌢了一▲予木骨:;-p41:3:廿十 ㌦?∴し㌦言∴圧三'Zパ汁∵,--A

鮭綴距離除外右鷹骨炭と左鷹骨炭を比較 (閉望参照)

すると,鮭最開始2遇練をこぼ鮭露髄喋が長いがき確,軋

吊i_l∴茂′立上■1(.;/:jニ ー:し､一十∴ T,.t),い,i.)∴い∴L,バmm

と減少し,延長農が363男･蛋束.及ぶ且0風説降は運転して対照

側の方が濃くなっていた申しかL画像ijの架測値をこ有意な

叢は無か-｡た (閣議)も

望)組織学的所混

.こい 畑廿廿端畑凍.上図lう~､

近位骨端板の幅は両側とも時間経過だとと緋二漸次減少

し 延長後諾遇から延段側が矧照鰍ヒを3狭く,12遇まで
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図･ll2相甘'1､き_(し2:'mm転j･誹行~~-＼紳帰し撃▲

右端は産品翻巌右端の屠殺時にお締る対照鰍B鰹蘭を示す匂

2 4 6 8 10 12wp鵬､

騒5護望時間ごと紛争器mm産品欝の右延晶距離
峠坤i二川右 ir)tゝ､1十日目測棚i号1-∴tl.…パL軒.
延段率が議紛紫となる且粉遇で逆転が起きる甲

∴し,吠汗十▲桔ト′㍉

遠醍骨端板U:3幅も東方近紋と閣榛齢憤笹3を示しだが野

延長後ま紡遇で鮭綴側では3羽の史家兎をこきまた対照頗ijで
言こい3:‖EI:粧 骨舶棋j錘二,:†′認吉∴棋七で言虻長軌

対照側と転をこ全寮発ぽう遠位骨端板が閉鎖していた缶

纏う整骨骨端板をこお細る威最率 ∈園冒)

近位骨端板の威厳率は鮭最後翌週では鮭段別の寿が塊3

!t日日1:i〉･パ∴ケ∴十十､,i-;-A.l̀遇IL･聞二㌧宣伸畑粧ノtl■､･肘/tnl

㌧＼∴ 1コ過てむこう叛mlt1il)r紳〔巨雄二;∴留.巨､十.

遠位骨端板をこおいても近位と閣様酌簡閲を離し賢臆凝

撞-]:L町日用日主潮l畑 二号mll'iIi＼T-iJ･,I.,p卜週日鍾言十

均か鎧みると延最健脚威厳率が健かをこ小さいが,太浄な

Lキ十仁十二推移上}∴

近位と遠降骨端板の成義挙汐∋和を両側で比較する起首

吐i誹f匪賊告FE331二･二iJl!t‖lI-1こily虹jli･t'tir畑･大きL∴ ･1甘巨

太きい鮎の鵜その叢は比較的魔かな範囲をこ腐まった年

l･i.12時間ごとtl.5mmの延長封

建最中骨折を起こLた3予感週屠殺群殿愚息羽は評価

対象/.,"∴枠外∴J.･･.

招 笈線撃的所見

この速度の鮭段群では鮭最開始後2過渡では鮭長距離

枠外･I.一陣削二Ii,.:･1_JU杵｢日.i-lp.i-1L･二十:-:::1酢'-_;･∴j工亘■1.こう

週以降は逆転して鮭凝倣鴎が短くなり賢対照磯当と翻叢は時



998 新潟医学会縁語 第 旦0詔巻 第息望号 平成元年且望月

8 10 12wt't}k.i

A

8 10 12wt7(､ks

腿

2 4 6

回 書; lL畑樟 ト ニーt),T,11川II.r･1･‖誹 ト 1十描 ;p畑畑

親 鳥接穂骨端板幅

且翌週に至 る濠で延長柳は対照側 よ り狭い申

l･',:i鉦 ■与樟 木 晶

を認め る.隠 避では養疫段翻対照柳 ともをこ間組

!t.r三･.i+:Fト t.L(I;r)i

閣経過 とと鮎をこ開いてゆ く傾 向があったセ統計的 をこ有意

∴十言詰 十一∴チ∵二.}一･ .･.=~ 図 リ

2) 組織学裾 野澄邑

∴1､i り十廿廿端帖 r一帖 ､図1(ド

近鰍 腎端板宕瑚商はタ娃殿開始 3遇後 捌 ;東進綴側 と対照

て短 くな か3,時間経過 とと齢∫こその叢は開いて 6週襖 に
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照側との成長率の差は近位と遠縁a二潮害で3二郎-gm/融通y種
牛-_.一･_-三･､ ∴. ∴̀･■･二･1.∴-∴ -:.､車,再出言瀬.付iuj

の骨端板に及ぼす威厳抑制殿影響は極めて少なも､凄二いえ

るゼこの藍藻群では芳紀澄違額鴎遠触発磯板が藍段開始後且0

週で開銀モノたが声閲時をこ対照額暗転間鯛が麗きている寮

吏㍉i･､j･巨LL十 二..､工.執=畑∴トンU､十持主棋■雄紺･端県

tT潮葎･jt鳥宮上 †こ.:i.:∴ 'パ軒ふ∵･月日i･∴雄二付刺

の遠位骨端板は比較的生理的閉鯛をこ近い時期まで開落し

得たといえるB家魔の翌週関は虹卜ではおよそ望隼をrこ欄

当するのでァ鷹骨遠位骨端板の間鱒直前讃隼に鳳込まれ

る成長巌だげ延長効果の相殺が予想される廿しかし骨端

板開銀繭が)2年間は成長率が極めて低くなるため声
:＼rhl什…lLIL∵,夫.こ守測11,･'Jl'桐畑吠長量言里十二:朽

加m激予で約3mmにすぎず,こa)分だけ鮭段を余分

に行えば十分補正が可能と考えられるヤ軟X線計紬こよ

る舷長距離除外腰骨最は成長率の推移をよく反映しき骨
端板での成長抑制が少ないことを嚢付けている.
ルー闇封甘巨さし1.511Ⅲ1し')吐.長粁
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比べ鮭最終遇とと屯をこダイナミックな変化を示した甲近
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以降は鮭段側の抑制は藍藻経過とと転をこ増漉した.すな

わちこaう牽引速度では,3週付近で骨端板抑鴇Ijを来すよ

うな雄三迫力が生じ始めると考えてよいヶ近位と遠位の成

長率を別個給養るとき遠位の笈が且週間早く威濃殿低下

傾向が現れていた酌 これは蔑関節は膝関節より関節の

なると考えダフれること貯また家兎は安静時強い膝屈曲位

をとっていることか㌍)膝でぼ雄三迫力が詣ベクトルは整骨長

軸と漉きくずれるが㌢足関節では膝豪渓ど強い屈曲位をと

らないため圧迫力の影響を覚各や呼すいなどによると考え

られたBこの欝の成長率は前野のそれとほぼ｢針目--の挙動

を示したがち賦活ないし抑制殿程度はより厳著となって

いるか敢Ⅹ線計頚瞳よる鮭農距離除外鷹′鍔や廃は威厳率が

前群より願著をこ変動することを反映して,威最率で鮭凝

頗fjの抑制傾向が見られる3週目(鮭凝農で23賢表′)をこ閣時

をこ逆転Lて延麓頗Ejが短くなり,その後鮭凝殿経過と基に

対照儲fjとC3差が開いてゆく傾向が認められた七以上より,

この藍藻速度では鮭厳選で23%程度まで殿藍藻が骨端板

における威最を抑制しない安全な鮭濃霧と考えられたゆ

この産品群では予鮭最後翌週ですでに竣麺m/ぬyg3

%.日用付根誹緋畑Lf十＼..::{>TrlF.吊払r.∴粧･砧三'1･1:'!lm

/起ayに達する由

S船首も歴Ⅹ計測による鮭凝距離際熱整骨最魁成長率と同

様の挙動を示Lた,従-｡て,成綴率からみて安全と思わ

れる鮭最巌は鮭廃線且週がMS%贋慶と考えられた称村瀬

劇の成慮抑制は認めなかったと報祭Lたが,よ吟速い延

長速度である審群での結殿をみ摘ぎき柑瀬棚きった鮭施

t十､1封､粧j･㌻::yl∴p,(=†1い1-症.艮旧

この延長群では声髄の3群と鼎なり芦鮭最後ま遇田か

∴い中り111(1こし)･工上牧.吊■Ii度(･LH.lu.i率し∵､抑制ji∴観察二二:

管,こ殿延長速度は延長畳の多少にかかわざ-3ず安登をこ鮭

巌を行える速度ではないと考えられたか

諾う骨端板の幅の変化

骨端板の幅の変化は延長開始後の且-2週間は威農率

た異なる挙動を示しているBすなわちき息望時間ごと軌5

l川)T

mm群以外のすべての群で,初回屠殺時の骨端板鍔3纏

言虹大雄峠珠か-ソ∴ 成長かj~L〔進上こい十:､ハ;-_･t､拘∴守

骨端板殿幅が対照側より狭い原因は明確な説明が弼髄で

あるが予鮭最開始の初期をこおいて賢なん転か翻原洞で威

-L油川朝巨鯨'-):!ナ紳榊F汗)上進卜･[､卜工 ~付畑二十二､㍉如く~引

き続いておごる骨化が克遮しているため骨端板の幅翻増

虹長押甘い用･.t瑞軒Ll潮ハ町目上ノ･rLj∴､.t亘l粧l三言＼ki_T:

最をこよる圧迫力が威厳軟骨の分裂増殖を抑制しているた

捌く.t用.端板ハ帖日､伸榊｣:;弓畑､:;:∴.二二し'湖1-度言上性粧3

につれ狭少化簡閲お墓強まっていた旬

D.骨端板に加わる圧迫力

仮骨延長法をこおいて骨髄 をこどれだ離職妊迫力がかかっ

ている孤か,またどの程度殿圧迫穀が威厳を促進ないし

抑制するかは最鮎本質的な興味ある間願であるみ現在骨

端巨;凋､JI..ド;守tT-木沢り半量･隼~噌潤.～.一･一ト言上才一小F,-L::

があるFすなわち骨端毒板をこ対せる圧迫ブヨはその漉きさをこ

ぶ転例Lで毅に威厳を抑制するという考えた,ある至避妊

迫力では威厳は促進されるがそれを上回ると抑制をこ転じ

るとも璃考えである牢前者の考えは且髄3年に発表され溌ニ

litlH,Lt.I-＼'日日川1こi首17日'lL刷りIt"∴トこ今i巨上月1巨凍 て

いるやまた鬼丁随意が)は幼君家魔を周も､受験約をここの法

則∫';i::日日凍課,',L/:II∴lミ川目し.il(T言寓屯JiJ腿.与告三汗‡_7_

片端帖一銅線ノ･･;‖ ~'杵紺f∴㌧亘十･こ十 隼追畑-_lHI.,LU

た成長期鴇ijを認めている甘-方後者の考えを支持する報

告には夢鴬谷3弱きの実験がある｡被はゴム紐で寮魔の滞

汝欝までの圧迫で接遇戚濃を,放既では成長抑制を観察
i.I;･_.

r/rOrLl∴ミ言裾･ト町1磯雄!-];∴LL.成j.i-:結い軒雄緋L眠_加

わる勤的な圧迫jjの畢均値をこよって変化し ある適切な

控迫力で成巌は凝鮎促進し それ最たこで鮎以下で私緩徐
となると論もこている

享､_､上 圧圭畑ー_I.比机上､て_成長粧･鉦七∴∴上之.十[‖擁Li･i

初期におきた威厳の充進は圭として手際や鮭炭をこよる脇息

･ま言予.i畑卜111'.なし∴千川巨も阜＼(L'･')報告.,!]i:樟1.:杏

転殿著者は手術後2-8週で成長の先進がおこるとして

いる砂骨切かプ殿部位や挿Åする異物の観察をこより威段の

蒐進の程度は殿なるが予富川の報告した骨髄腔アルギソ

酸挿Å寮威厳登戸では,術後2遇で平均 2言mm 私の成
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閣澄鹿が統宅ため骨端部をこ代償性の戯流上卵-が起きるた

めと謬離ているが芦仮骨鮭段法でも延廃車紫郎をこ濠ぶいて

は遊戯状態約をこあるため才この機序をこよる威厳先進孤
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廃をニ̂よる骨端部が)血行促進と牽適な圧迫最終漁忘と魁をこ存
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･∴∴

延最3-嶺週以降各群でみられる成農脚韻離豊そ約 -済

㌘哲rmだ欝も33)は鳥汲時間おきをごこ若きV75mm鮭濃は 臨床
軒∴ 払揖十､軟浩折紙弓,!甘ミ【上汁裾引甘,･昌!…蔓.･'-ii十亘j~

ト∴雄首1∴ ;卓上キiJJ}-廿∴ノ･樟目し/圧叫眉∴'Lり∴I)!川11

舷慮群が)23%という安全域にかな約よ宅対応しており輿

里言畑∴

1'.結 語

幼君家魔の匿骨層磯部で磯崎の速度時好骨鮭濃を行い胃

底綴期をこおける仮骨延長法が骨端板をこ漁を窓す影響を濫線

辛的.組織辛的∴検討した結果,上目､▲し里ミ需品中腎∴∴
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1二_'､-ntLBaL<tiani.(;.. AldttL,lltlri,lt..lttlnl.iliril･io.

1..an(lTril'ella.(;.: lritllhltl=HlllH1両.:恒rL.;iI.luヽ

(ilrSiTIL,lL･ti(川 LL~ti-tllt)tLlトはl.､1.Ⅰ'し-(~li;LIT.()rlh''t1..7:

lL)ヒト lこ3･1. 19Li∴

I:毒､lFroゞtl t ..W∴ Int(.lr111し､diこllly川ILTこIl~li7;ltい={-I-tllt,

1986 .

ト11Illtt t･Lr u ポ (川 .A.]i.: SLlrL,icLllstimtllこlli(川 (lt'卜川,.ド

l O O SI

H H 1＼ ＼ ･t h 恒 こI t l P Ⅵ ･ P T-' - C ( ､ 〔1u r (､ .J ‥ 斗 .＼ ･f ‥ へ ., 1m l :

ご tい ､ :二 ∴ 19 こ1二1.

こllTt ､J l r川 .l l lL ､ し.川 -1で し･ t i｡ 日 日 ( r l iト ( , r t-叩 こ-1n '-､ i(､ s i T l 害い = L , t h

い11両 ､1日 い ,L ､ l L - ＼ t T･L l H 1i t iL , ト , 上 l 与 り Il L日 日 i ll l S H T･L...

:itトA:(lI):卜 Ll r; 2 . l L_l irl T .

1(十 羽場輝夫,高橋 栄 明 .古 田 佳 久 : も 色 寂 光 標 識 利

と.脱1UklFFJ.l∴ 廿畔徳 目 ~冊 j ＼ 'い I L i T l l t ゝ (ミ 骨 / l 定 綜 打 臣 ナ

打法.粟･松刷 江 湖jl. = - . 】 ～) :i -･: __三(1二∴ 西 畑 軍 畑 ' ､

桝i甘 1州l;.

lT〕浜西千秋: L根調紺 ･.甘ギ弓l沃∴.日 朝 勘 Li - 再 拝 験 .

17酷余詰.I;'1:さミ)i)･).1〔lパパ,

181IIuettLr,(1.: ∴Ilこ.tt=11iJL.llL､tilu(拓 , I l i川 〔 I L l l l

l二＼trL,ll油(lttmgt叛､nlitlTINいULT..､t…-L･目しでtlEltl卜｢い ･ilL 車 ト ( ､-

‡1し､r.＼'ir‖1… ･'ト:＼TLLlh.(.】-こ1日目上 ,tllill‥ 2 ;rT :

572-,599,且862.

1L.11本間政文.田島達也.高橋栄明1原 利昭.小凹竜

三: 澄渡延長による太腿骨遠位骨端板-の牽引力

Lll推移:'･:凍l織字的反応.1_,f整余詰 t;2:SLl.iriL.).1州H.

:,さけ一本間哲夫.若松英吉: :非堀江に研磨染色標･樟'1=1成江.

･l･･1.仲トJ書店.断乱 1983.

二日 Ilil,zlrl汁,(;.:～..Ilt.l･iatol･.A.A.: ()いし､†-;ll.i＼で

バ…LT;lti川lHflht､ltゝtL,Ⅵ･ilhsimultこlTl小11王SLl'-rrnlli日日

り(汁(､(1(イ川Illilit､六.(～)rt叩 .'rl-こl＼･111こItLIL I)r(,lL-/..

:川:二i∴117∴17.ltLltig.

L'コ1lliz.al･OV.(;.A.I)tit.iatol･.A.A.: ()PL-rこ1t主＼･(1

t､l川り1こIli川1いrlhL､lL､L,.()t･1川).Tz-;~nlllこItいl.Prいtビ7.,

:i2:L<.二三(ト lさ5.ll.)71.

1'こ1111i･IJarOr,(;.A‥ TrollOl･壬1.1'.(;.: (1llL､I-こ山＼.(､

LltくけlLr.･ltiい=i.rlhLlr{111Llt∴ (lT-1'.叩.Tr;l＼･TlliLTt-1.

l.:ゝ‥ Fiakhtrkol･,1'.hT‥ onirkol,a▲･ヽ.It.ilnd

llarterl.I.I.: OtlthL､lけ'-i)い111日I~imlW10＼･inL,

いゝtL､し-LTビnPL<isLIL)tlL拍i川1.iiTlli1111)ltlIlにIht､nillL,.Il一

;.ltlト=~こlL､t.<再 lirゝti=t(､rH;ltiりmIln.mtlいドiu11日川

t-＼PL､ritll(mtこ1㌦ImlLt!i11iL､;ll11Sいく､tItS(イtr･.･lll.WトトLVuS

いゝlL,い約-lllhL､Sisillth(,111し､th(lL1(lL1し､1日I)(､(1ill

iくN川.二王く()T.Ⅰくur即11.ド(叩tH11tlビ1-二･!(ト二_三二十 l～1バこ1.

L卜:rl.

二さ51ki川.amura,li‥ IIoL<lInO.S..TakilhaL<hi,T..

Yant).T,andItohayashi.Y.:I-imhlL,=LlhtlnillLT

h･mmll.<いf■トLIt~九･し山tTlt､Llバ(一六tL一日tt_mly.1.1う川1しリいitlt



il )川 帖 畑 言 弓二組･_iHl: 丁川 )こうざ-( 量1.3ElL ､擁tJ･L常 12日

トl】r-iI..:i什-:＼:.i:'l→LITLl.196ト,

二 If こ ･ Ltojimolo.lI‥ TilバIJi.hT.,(Joto.T..ltilt･<tltI呈l.

ト.iIFlt1ドtlinlM11ura.1∴: 挽)71t､lt､rLLi汗Itl=i!1キロrl

!･こl仙i卜 毎 日LiLlヽ (liト=･;1し,ti川t..).)ミ日日Lリ(,i川 ト1.汗掛.

Ttlli::トt:卜 lllti､lt桝ト.

∴ 1 相木時夫,安井更生 ,佐 々木健 ∴1Lt.tJ明 良∴i-I.蔓水 三F,i.

下船 裕 : 仮骨舷 浅違法 をこお け る鮭 段速度 と蔽消 .

日や∴ 鼠 ti.i:トlil'(～.1')トト.

2 8)船出 明 : 成長 期 養管状 {鋸 こお け る骨髄U)鼠径成

鳥∴ ･LL 三~=;;畑 -閏 仁 ･刷 ';i-,, I冊㍉●二言.:Lr):Lq -

tJ(;.1川il.

二三t卜 ltHntittttlli,(;.. バlIi11tLlti.lL : ])i､=-;lL･it(川

.､川 右1､1･い1いニトここい く1日1t､Ih.t】し-!~lhTJ'晶liltht､Tli日に.

(日日.l)l‖l棚 ,1･-ILL:L,]･'t･H-11 二'トト 二_:Ht.㌔いこ=1二_さ､

:'LLl:J' こい∴ ･いこIr.11こう :iけl 二日∴ 王t.)H .

三裾 綿 潮級 雄 : ド敗 鮭 接 衝 汐津毒,接衝 成長に及ぼす影響

.1ミト ヽ;lkiHlluril.fi..ヽilLritl1t).:1..Tuhimitl州.ll.iInd

ItumLti川 il.T.: ~t'常iこ111し判.utllt-H両にh t車いい･→=!

tiコ:二ミI:-LIT.1州ト.

3諾)ijも原 罪 : 下肢 延 長 術 の 骨 長 径 成 長 に お よ 接 す 影

響U)嚢験的研究さ札 幌 医 誌 , 5望 ニ 6 号- 8 5 , 息98 3 中

二L'ミ･llt.-1ntYLT)t･(∴卜 ･JlPn -La n ･ L< ･ a I-d t't,lllitlLJttn - J･(l･:

晶､いT11は付711(tnt(il一 1' 日 日 い = 即 日lい = l Eけ (,Lrr･'Lトトir ､= ･

3t･(･L･lr'iilこILL-し､tit,し,r(心 トLl日 日 ､. h ltt､!.t､I Lい l;I m H tlrt,

古lL､川両 (､.1くtl＼ . (､h ir. {け th '-ド . 榊 : ti:_チ:1 (I.∴ ∴

l!)t<二ミ.

こう･ljnl呈117iro.I:.: 1 川 蘭 .L川 l妻州 1 LrI･… ･lll (,( lht. r(一m Llr

｣いi;1言hlTLLL:..ti!ト ･1 .･ tミ＼ t 闘 い ､ 目測 . .

:ミ1-1Vil汀nH･.日.: t)I-什 こIi二＼t､ hlH.i.:症 .1日 ill.i: L'E lhtゝ ト =1H rl.

36う鷺谷澄夫ご 負荷 褒 姓 t'j)成 長 期 慮 管 骨 露 楼 成 長 に 及

Tlt卜 ∴i.･).川;)∴

ニ37)富川 鱒 : 骨 髄 陛 閉 塞 U)長 管 状 骨 々 最 後 成 長 をこ 及

は す影響 に 関 す る 実 験 的 研 究 , F頚 牽 会 誌 , 3 2 :

】1.1.lp.1 川rtl. 川 :)リ .


